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日本の「食」と「農」の未来は、果たし
てどうなっていくのでしょうか。たい
へん興味深いお二人のお話しから、
その展望を考えてみましょう。

星野　今日は生源寺先生に「農業」
全般のことをいろいろうかがえるとい
うので、とても楽しみにまいりました。
富山にいる学生時代の友人が、つ
い先日、いろいろな野菜を送ってきて
くれたんです。友人が作った野菜は
形は不揃いなんですが、無農薬で、
どれも“懐かしい野菜の味”がして、
安心しておいしく食べることができま
した。でも日常生活では、ふと気が付
くと増えている輸入野菜を、ついつ
い買い求めてしまったりもしています。

いま、食料の輸入が増えて日本の自
給率は40%位まで低下しているそう
ですが、これを回復するのは難しい
のではないですか?
生源寺　この50年という歳月をかけ
て下がってきたものを急に回復する
のは、なかなか難しいことと思います。
ただ、日本は、「食」と「農」を見つめ

直す時期を迎えています。楽観的か
も知れませんが、私は『慌てなけれ
ば大丈夫』と、思っているんですよ。
星野　今後、世界の農地は増えず、
人口がさらに増えた場合、食料不足
の心配はないのでしょうか?
生源寺　人口の増加と経済成長は、
食料の需要を増やします。日本でも、

経済成長に伴ってこの40年で、肉の
消費量は5倍以上、油脂は3倍以上
になりました。食のバランスは1980年
頃がいちばん良く、今では脂肪分な
どを食べすぎていますね。
星野　確かに、戦後、私たち日本人
の食は急激に変化し、お米の消費も
減ってきて、海外からの輸入に頼る
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ものも増えましたね。
生源寺　現在、日本の食料自給率
は40%、つまり、国内消費量の60%
を輸入に依存しているわけです。日
本の農地面積470万haに対し、輸入
食料は1200万haの農地で作られた
ものに相当します。同様に水も、日本
の農業用水の年間使用量557億m3

■世界の食料自給率の比較（2002年）（農林水産省資料）
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に対し、輸入食料の生産に必要な
水は640億m3に相当するといわれて
います。私たちは、これだけの農地
と水を、世界に依存していることにな
るわけです。異常気象で災害が増
えたり、水不足が広がれば、根本の
ところで食料生産に深刻な影響が
及ぶ可能性もあります。自給率の向
上のために、きちんと策を講じなけれ
ばなりませんね。

星野　現在、国内の農業経営の状
況はどうでしょうか。将来の農業に危
機感を感じていらっしゃるのでしょうか?
生源寺　一概には言えないんですが、
たとえば、野菜をつくる施設園芸や

■わが国の食生活の変化（農林水産省「食料需給表」）
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畜産、酪農などは比較的元気のい
い農業ですね。でも、稲作に代表さ
れる“農業らしい農業”は、非常に厳
しい状況にあります。いま、現役で稲
作を続けている方たちの中では、昭
和一桁生まれの方が多く、しっかりと
した技術を持ち、これまで農業を支
えてこられたわけですが、そのあと
に続く後継者が非常に少ないのです。
ですから、水田農業を支える担い手
づくりが、まったなしの課題というわ
けです。
星野　高齢化が進み、後継者も減っ
てしまって、この日本の風土を育て、
むらづくり、まちづくりに役立ってきた
農業を守るような動きはあるんですか?
今は農家の生まれではなくて、他の
仕事をやめて意欲的に農業へ飛び
込んでいく方も随分いらっしゃるとか?
生源寺　確かにいます。ご夫婦とも

に非農家出身という方も結構いらっ
しゃいますよ。星野さんがおっしゃるよ
うに、農家の出身者以外であっても
農業ができる、そういうシステムを確
立していくことも大切ですね。農業
へ参入した初心者から一人前に育っ
ていく、一種のキャリアパスのようなも
のを考えるとか…。
星野　そういう意欲に満ちた方たち
がたくさん増えて、新しい風を日本の
農業に吹き込んで来てくれることは、
うれしいですよね。
生源寺　大事なのは、新しく農業の
世界に飛び込んで来る人たちの存
在が、後継者として農村の内部にい
る若い人たちにとっても、『もう一度、
農業を見直してみよう』というきっか
けになり、大きな励みになることなん
です。そういう若い世代に、農業に
対するフレッシュな感覚が息づいて、

星野　やはり、日本の農業を見直す
時期にきているということなんですね?
生源寺　そうなんですね。日本人は、
世界で一番豊かな食生活を送って
いるといっていいかも知れません。こ
の半世紀で日本の食生活が世界の
歴史の中でも、一番大きく変化した
のではないかと思いますね。今後、
中国で、10倍の大きさで同じ変化が
起きる可能性があります。そうなると、
中国の国内だけでは、食料をまかな
い切れないでしょうから、海外から買
うことになるはずです。
星野　では、かなり輸入競争が厳し
くなるかも知れませんね。
生源寺　当然厳しい競争になると思
います。日本は経済成長と共に、世
界で最大の食料輸入国となったわけ
ですが、すぐあとにアジアの国々が
続いています。このことに気づく中か
ら「日本にも農業らしい農業が必要だ」
という声が、徐々に強まっていくだろう
と思います。

星野　危機感はあるのかも知れませ
んが、逆に自給率を高めるチャンスと
も言えるわけですね…。
生源寺　そうですね。幸い、消費者

「つらい農業」から「おもしろい農業」
へと意識の変化が生まれてくれるよ
うに、農業の魅力を多くの皆さんに
伝えていきたいと思っています。

星野　私は年に何度か新潟に帰郷
するんですが、風に揺れる緑、たわ
わに実った金の稲穂、そんな美しい
情景をよく見てみると「日本の自然」と
いうのは、長い年月をかけ、人の手
が入れられて造られたものだと思え
るんです。それは私たちの豊かな財
産だとも思えるんです…。
生源寺　そう、「日本の自然」には、
奥の深い歴史がきざみ込まれている
と思いますね。農業の用水路もそう
ですし、農道も先人が築き上げて、
それを維持し、四季の中で輝きを放っ
てきたわけです。いうなれば、きれい
な水に代表される自然の力と、親か
ら子へ、子から孫へと受け継がれて
きた人間の力の総合力ではないでしょ
うか。いま、農地や水の大切さが広
く理解されるようになってきたと思い
ます。これは、美しい農地や水路な
どを支え続けてきた農村の人たちの
活動に、敬意を表することにもつな
がります。これらの活動を支援し、そ
の輪を広げるために、国や地方自治
体からも助成する、新しい施策が始
まります。

の目も変わってきていますし、日本の
農業にとっては、いい意味での曲り
角にきていると言えるのではないでしょ
うか。
星野　国や生産地等の表示が、か
なり充実してきたように思うんですが、
これは消費者にとっての判断材料と
なりますね。
生源寺　そうですね、ここ10年、表
示はずいぶん変わりました。食品の
素性がわかりやすくなっていますね。
この進歩はたいへんよかったと思い
ます。
星野　私たちは、この豊かな自然と
農地と食物に恵まれていることに感
謝しなければなりませんね…。
生源寺　そうですね、水田は百年、
千年と使えるわけで、環境という観
点から見ても、非常に優れた農業生
産のうつわだと思いますよ。日本の
農業に新しい風が吹き込まれ、優れ

た技術力をもって、質の高い農作物
が作られると、今度は日本から、中国
をはじめ世界に向けて届けていく、
そうしたグローバルなビジネスチャン
スも生まれてくると思いますよ。

星野　今日、お話を伺ってみて、先
人の知恵が今に生きる「日本の農業」
を、未来へバトンタッチしなければな
らないことがわかりました。これから
の農業がとっても楽しみです。本日
はたいへんいいお話を伺えて、本当
にありがとうございました。

伝統的な水利施設（琵琶湖疎水）美しい棚田の景観（香川県小豆島町）

歴史がきざみ込まれた
「日本の自然」
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■年齢別農業専従者数（農林水産省「世界農林業センサス（2005年）」）
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